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4.研 究項 目

a.新 規生理活性物質の創出

b.選 択的物質輸送能を有する分子の創 出

c.高効率化学発光物質の創出

d.新規合成反応の開発

5.研 究 成果 の概 要

a.新 規 生 理 活性 物 質 の 創 出

金 剤 は古 くか ら リ ウマ チ の 治 療 薬 と して 用 い られ て き て いる が 、 こ こで は い くつ か

の 新 た な 金 錯 体 の 合 成 とキ ャ ラ ク タ リゼ ー シ ョ ンを 行 い 、 さ ら にそ れ らの 生 理 活性 を 調

べ た 。 そ の 結 果 、 チ オ リン ゴ酸 金 錯 体tma-Au(1)お よ びチ オ サ リチ ル 酸 金 錯 体

tsa-Au(1)は 市 販 の 金 剤 で あ る シオ ゾー ル に比 べ 同等 か そ れ 以 上 の 細 胞 接 着 分 子VCAM-1発

現 抑 制 能 を 示 した 。

(発 表 論 文)1)K.Nomiya,H.Yokoyama,H.Nagano,M.Oda,andS.Sakuma,

Bull.Chem.Soc.Jpn,68,2875(1995).

2)K.Nomiya,H.Yokoyama,H.Nagano,M.Oda,andS.Sakuma,

J.Inorg.Biochem.6U,289(1995).
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b.選 択 的物 質 送 を す る分 子 の 創

天 然 には 様 々な 金 属 イ オ ンを 選 択 的 に輸 送 す る有 機 物 質 が 知 られ て い る 。 中で も ア

ル カ リ金 属 イ オ ン を輸 送 す る物 質 は 特 異 で あ り、エ ー テ ル 酸 素 とカ ル ボ ン酸 が 、 あ る 三

次 元 構 造 を とる こ と によ りそ の 機 能 を 発 現 す る 。 こ こで は ポ リエ ー テ ル カル ボ ン酸 型 の

イ オ ノ フ ォ ア を 合 成 し、 ア ル カ リ金 属 イ オ ン輸 送 能 を 検 討 す る と と も に それ らの 金 属 イ

オ ンが どの よ う に分 子 内 に と り こま れ て いる か をX線 回 折 お よ びNMRに よ り詳 細 に検

討 した 。

(発 表 論 文)3)N.C.Kasuga,H.Kuboniwa,S。Nakahama,andK.Yamaguchi,

J.Arner.Chem.Soc.,117,7238(1995).

4)N.C.Kasuga,K.Yamaguchi,andY.Ohashi,

ActaCrst.C51,1816(1995).

c.高 効 率 化 学 発 光 物 質 の 創 出

ホ タル や オ ワ ン ク ラ ゲ な ど様 々 な 生 物 は効 率 良 く光 を 放 つ 。 一 方 、 ル ミ ノ ール を 典

型 とす る人 工 の 発 光 物 質 も古 くか ら知 られ て い るが 、 そ れ らの 発 光 効 率 は生 物 発 光 に は

とて も及 ぶ もの で はな か った 。 こ こで は 、発 光 物 質 と して 安 定 ジオ キ セ タ ンの 設 計 と合

成 を 行 いそ れ らの 発 光 特 性 を検 討 し、 非 水 溶 媒 系 に お いて オ ワ ンク ラゲ を 上 回 る発 光 物

質 を 見 い 出 した 。

(発 表 論 文)5)M.Matsumoto,H.Suganuma,Y.Katao,andH.Mutoh,

J.Chem.Soc.,Chem.Commun.,431(1995).

6)M.Matsumoto,H.Suganuma,M.Azami,N.Aoshima,andH.Mutoh,

Heterocycles,41,2419(1995).

d.新 規 合 成 反 応 の 開 発

トロ ポ ロ ン類 は 非 ベ ン ゼ ノ イ ド芳 香 族 化 合 物 と して 特 異 な 位 置 を 占め て お り、 また

独 特 の 生 理 活 性 を有 す る 天 然 物 も数 多 く知 られ て い る 。 こ こで は生 理 活 性 物 質 の作 用 団

とな り うる トロ ポ ロ ン骨 格 の 簡 便 な 合 成 法 の 開 発 を 目指 して ジ アル コキ シベ ン ゼ ン類 に

対 す る カル ベ ノ イ ドの 付 加 反 応 を 検 討 し、 そ の 過 程 に お い て新 しい タ イ プの ノル カ ラ ジ

エ ンを 見 い 出 した 。

(発 表 論 文)7)M.Matsumoto,T.Shiono,H.Mutoh,M.Amano,andS.Arimitsu,

J.Chun.Soc.,Chem.Commun,101(1995).

8}M.Matsumoto,T.Shiono,andN.C.Kasuga,

TetrahedronLett.,36,8817(1995).
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